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紹介コメント 

 本書は、著者が約 10 年の時間をかけて本島から離島までの多くの井戸を踏査した結果を

琉球新報に 30 回にわたり連載した記事「水の文化誌-沖縄の井戸再発見-」をまとめたもの

である。沖縄全域にわたり 150 箇所もの井戸の写真と名前の由来、構造、歴史などが記載

されている。地下水利用の歴史や、沖縄の歴史など、学術的にも大変貴重な資料であると

ともに、沖縄の井戸巡りをする際には必携の図書である。 
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